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１．はじめに 

 本報告は，新たな耐震補強工法 1）として研究を進め

ている，アラミドロープを既設 RC橋脚に巻付ける工

法の補強効果の確認と耐荷メカニズムの解明のために

行った実験に関するものである． 
２．実験条件 

 既設 RC橋脚を模した供試体に対してアラミドロー

プの巻付け間隔を実験変数とし，合計 5体の正負交番

載荷実験を行った．表-1に供試体諸元を示す． 
供試体は，実験装置の関係から実構造物の 1/5 程度

の規模とし，柱高 1.8m，断面寸法 0.6×0.6m とした．

設計は，基部で曲げ降伏後のせん断破壊とし，配筋は

表-1に示すとおりである．また，コンクリートの設計

基準強度は f’c=24 N/mm2とした． 
供試体の補強概要の一例を図-1に示す．また，補強

に用いたアラミドロープの材料諸元を表-2に示す．ア

ラミドロープの巻付けは人力で行い，補強後に容易に

垂れ下がらない程度の緊張力が残るように行なった．

柱部四隅にはアラミドロープの食込み防止 2）のため，

等辺山型鋼（50×50×1mm）を配置した． 

３．載荷方法 

 上部構造の死荷重反力に相当する軸力120kNを鉛直

方向載荷ジャッキによって保持した状態で水平方向載

荷ジャッキによる正負交番載荷を行なった．載荷は，

橋脚基部において軸方向鉄筋が降伏ひずみに達すると

きの載荷点変位 δyの整数倍毎に 3サイクルとした．載

荷点高さはフーチング上面から 2105mmである． 
計側項目は，供試体柱部の水平変位，フーチングの

水平および鉛直変位，軸方向鉄筋および帯鉄筋のひず

み，アラミドロープのひずみ，かぶりコンクリートの

はらみ出し量などである． 
４．実験結果 

４．１ 破壊状況 

無補強の供試体 No.1では，軸方向鉄筋が座屈し，か

ぶりコンクリートの剥落とともに耐力が低下した．ア

ラミドロープ補強を行った供試体では，写真-1に示す

ように，載荷終了までアラミドロープにより，かぶり

コンクリートが剥落すること無く，軸方向鉄筋が座屈 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図-1 供試体No.2補強概要および写真（巻付け間隔12.5mm）

1 無補強 － 1.14 0.91
2 12.5 全高 1.22 0.97
3 25 全高 1.14 0.91
4 50 全高 1.14 0.91
5 100 全高 1.22 0.97

　　断面形状 ：600×600mm Vyd ：設計せん断耐力

　　設計破壊形態　：曲げ降伏後のせん断破壊型 My ：設計降伏曲げ耐力

　　せん断スパン ：La=2105mm Mm ：設計最大耐荷力点曲げ耐力
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断面積　（mm2） 11.5
引張力　（kN） 27.8
引張強度　（N/mm2） 2414
弾性係数　（N/mm2） 45.7

表-2 アラミドロープの材料諸元
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表-1 供試体諸元 
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することによって耐力が低下した． 
４．２ 載荷荷重－載荷点変位関係 

 図-2に供試体No.2の載荷荷重-載荷点変位関係につ
いて示す．図中に示す矢印は，同一変位での 2サイク

ル目以降の繰返し載荷において顕著な耐力低下が生じ

ない最大変位（以降C点と呼ぶ）を示したものである．

図-3 は全供試体の C点の変位を無補強の C点の変位

で除した値を示したものである． 
この結果から，ロープ巻付け間隔が密になると C点

の変位が増加する傾向が確認できる．ただし，100mm

と 50mmには顕著な差が見られない．また，いずれの

ケースでも耐力の増加は見られなかった． 
４．３ ひずみの計測結果 

 図-4に供試体 No.2における C点となる載荷ステッ

プ 7δy時の 1サイクル目負側載荷のアラミドロープの

ひずみの鉛直方向の分布を示す．この計測結果では，

正負交番載荷で圧縮側となる背面のロープひずみが急

増し始めていることが確認できた．これは軸方向鉄筋

の座屈に起因するかぶりコンクリートのはらみ出しに

よるものだと考えられる．いっぽう，両側面では大き

な変化が生じないことが分かった． 
５．考察 

（1）RC橋脚の外周にアラミドロープを巻付けること

により，正負交番載荷時における部材の変形性能を

向上させることができる．これは，アラミドロープ

によりかぶりコンクリートのはらみ出しが抑えら

れ，圧縮力伝達能力が維持されるためと考えられる． 
（2）アラミドロープの巻付け間隔を密にすると，耐力

低下点の変位が大きくなった．これは，アラミドロ

ープによる拘束力の増加により，圧縮側コンクリー

トのはらみ出しを遅らせるためと考えられる． 
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写真-1 供試体No.2実験終了後（12δy1サイクル目終了後） 
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図-2 載荷荷重-載荷点変位関係（供試体No.2） 
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図-3 ロープ巻付け間隔と補強効果の関係 
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図-4 アラミドロープ鉛直方向ひずみ分布（供試体No.3） 
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